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◦
教
皇	

戦
争
や
飢
餓
か
ら
逃
れ
た
移
民

が
、
受
け
入
れ
国
で
歓
迎
さ
れ
、

新
し
い
生
活
の
機
会
を
見
い
だ
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

◦
日
本	

キ
リ
ス
ト
の
犠
牲
に
合
わ
せ
て
、

病
の
苦
し
み
を
さ
さ
げ
る
人
た
ち

が
、
い
や
し
の
恵
み
に
あ
ず
か
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

祈祷の 
使徒  祈りの意向

６
月
の
長
崎
に
は
紫あ

じ
さ
い

陽
花
が

よ
く
似
合
う
。
梅
雨
の
雨
に

打
た
れ
な
が
ら
咲
く
色
鮮
や

か
な
花
は
、白
、青
、ピ
ン
ク
、

紫
、緑
な
ど
の
小
さ
な
花
が

集
ま
っ
て
、仲
よ
く
咲
い
て

い
る
か
の
よ
う
に
も
見
え

る
。
い
く
つ
も
あ
る
そ
の
花

言
葉
に
は
、「
家
族
」
や
「
団

ら
ん
」
と
い
う
も
の
も
あ
る

と
い
う
▲
紫
陽
花
が
美
し
い

３
年
前
の
６
月
、父
は
突
然

天
に
召
さ
れ
て
行
っ
た
。
晩

年
、腰
は
曲
が
り
、足
取
り
も

お
ぼ
つ
か
な
く
な
っ
た
父

を
乗
せ
て
、桜
の
並
木
道
を

ド
ラ
イ
ブ
す
る
と
、荒
く
頑

固
な
一
面
を
持
つ
父
だ
っ
た

が
、素
直
に
「
き
れ
か
」
と

言
っ
て
く
れ
た
。
車
で
送
迎

す
る
時
も
、降
り
る
時
は
い

つ
も
「
あ
り
が
と
う
」
と

言
っ
て
く
れ
た
▲
地
上
と
天

上
で
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
て

も
、永
遠
と
い
う
時
の
中
で
、

父
と
心
は
今
も
つ
な
が
っ
て

い
る
と
い
う
強
い
実
感
が
あ

る
。
そ
の
た
め
か
、訳
も
な

く
、「
お
と
う
さ
～
ん
」
と

叫
び
た
く
な
る
時
が
あ
る
▲

主
イ
エ
ス
は
、「
ア
ッ
バ
」（
お

と
う
ち
ゃ
ん
）
と
い
う
親
し

い
言
葉
で
日
々
御
父
に
語
り

か
け
、私
た
ち
も
同
じ
よ
う

に
祈
る
よ
う
に
と
、「
主
の

祈
り
」
を
残
し
て
く
だ
さ
っ

た
。「
福
音
の
要
約
」
と
も
言

わ
れ
る
こ
の
祈
り
に
は
、私

た
ち
に
必
要
な
願
い
の
す
べ

て
が
込
め
ら
れ
て
い
る
▲
司

祭
館
で
夕
食
の
前
に
、ウ
ク

ラ
イ
ナ
と
世
界
の
平
和
を
願

い
、と
も
に
「
主
の
祈
り
」

を
唱
え
て
い
る
。
最
後
に

「
ア
ー
メ
ン
」
と
締
め
く
く

る
時
、同
じ
心
で
祈
る
世
界

中
の
人
た
ち
と
、一
つ
の
心

で
結
ば
れ
る
の
を
感
じ
る
▲

地
球
家
族
の
皆
が
安
ら
ぐ
こ

と
の
で
き
る
、平
和
の
実
現

を
強
く
願
っ
て
い
る
。�（
健
）

日
本
司
教
団 
９
年
ぶ
り 

ア
ド
・
リ
ミ
ナ

バ
チ
カ
ン
各
省
へ
の
訪
問
と
教
皇
謁
見

バ
チ
カ
ン
各
省
へ
の
訪
問
と
教
皇
謁
見

初
め
て
の
ア
ド
・
リ
ミ
ナ

大
司
教　

中
村 

倫
明

　

４
月
８
日
か
ら
13
日
ま
で
日
本
司

教
団
は
ア
ド
・
リ
ミ
ナ
を
行
い
ま
し

た
。
ア
ド
・
リ
ミ
ナ
と
は
「
使
徒
た

ち
の
墓
所
の
訪
問
」
の
こ
と
で
す
。

通
常
は
５
年
に
一
度
で
、聖
ペ
ト
ロ

と
聖
パ
ウ
ロ
の
お
墓
参
り
を
し
な
が

ら
、教
皇
様
に
謁
見
し
、教
区
の
状
況

を
報
告
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
バ
チ
カ
ン
の
町
は
来
年
の
聖
年

に
向
け
て
大
工
事
中
で
し
た
。

　

教
皇
様
に
お
会
い
す
る
の
は
、期

間
中
の
一
日
だ
け
で
す
が
、前
後
に

は
、教
皇
庁
の
種
々
の
省
庁
に
出
向

い
て
報
告
や
情
報
交
換
を
行
い
ま

す
。
聖
職
者
省
、文
化
教
育
省
、国
務

省
、諸
宗
教
対
話
省
、い
の
ち
・
信
徒
・

家
庭
省
、総
合
人
間
開
発
省
、教

理
省
、シ
ノ
ド
ス
事
務
局
、典
礼

秘
跡
省
、福
音
宣
教
省
、広
報

省
、列
聖
省
、使
徒
座
署
名
院
最

高
裁
判
所
の
訪
問
で
過
密
日
程

で
し
た
。

　

列
聖
省
で
は
、永
井
隆
・
緑

夫
妻
の
列
聖
運
動
準
備
の
た
め

に
長
官
に
励
ま
し
を
願
い
ま
し

た
。
長
官
は
「
そ
の
人
た
ち
を

聖
人
に
し
た
い
と
の
思
い
が
第

一
で
は
な
く
、ま
た
列
聖
は
そ

の
人
た
ち
が
天
国
に
行
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
の
証
明
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
人
々
が
、わ

た
し
た
ち
の
信
仰
生
活
に
お
い

て
模
範
で
あ
り
、わ
た
し
た
ち

を
力
づ
け
、わ
た
し
た
ち
に
大

切
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
と

い
う
こ
と
で
、人
々
に
知
ら
せ

る
こ
と
か
ら
始
め
て
く
だ
さ

い
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

秘
書
の
お
一
人
か
ら
は
「
彼
ら

は
素
晴
ら
し
い
方
々
だ
と
思
い

ま
す
」
と
い
う
あ
り
が
た
い
言

葉
を
頂
き
ま
し
た
。

　

教
皇
謁
見
に
お
い
て
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
教
皇
様
は
「
よ
く
お
い
で
に
な
り

ま
し
た
。
お
手
洗
い
は
横
の
部
屋
に

あ
り
ま
す
よ
、わ
た
し
た
ち
は
人
間

で
す
か
ら
ね
」
と
に
こ
や
か
に
話
し

を
始
め
ら
れ
、「
ど
う
ぞ
何
で
も
話

し
て
く
だ
さ
い
。
不
満
や
文
句
で
も

結
構
で
す
よ
」
と
友
だ
ち
と
し
て
迎

え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
わ
た
し
と

広
島
教
区
の
白
浜
司
教
様
は
“
核

兵
器
の
な
い
世
界
の
た
め
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
”
に
つ
い
て
報
告
し
、来

年
は
被
爆
80
年
で
あ
る
こ
と
を
伝
え

ま
す
と
、そ
れ
に
あ
た
っ
て
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
信
な
さ
る
お
考
え
を
頂

き
ま
し
た
。
最
後
に
教
皇
様
が
お
っ

し
ゃ
っ
た
言
葉
は
「
ユ
ー
モ
ア
を
忘

れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ほ
ほ
笑
み
の

な
い
悲
痛
な
顔
を
し
た
キ
リ
ス
ト
者

に
な
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
」
で
し
た
。

　

滞
在
中
の
ミ
サ
は
、初
日
が
神
の
お

告
げ
の
祭
日
で
し
た
の
で
、お
告
げ
の

マ
リ
ア
修
道
会
の
た
め
に
ミ
サ
を
さ
さ

げ
る
こ
と
か
ら
始
め
、教
区
の
皆
様
や

修
道
会
の
た
め
、ま
た
期
間
中
に
お
亡

く
な
り
に
な
っ
た
お
二
人
の
神
父
様
の

お
母
様
の
た
め
に
さ
さ
げ
ま
し
た
。

　

司
教
団
の
写
真
２
枚
は
、
２
０
２

４
年
ア
ド
・
リ
ミ
ナ
動
画（
カ
ト
リ
ッ

ク
中
央
協
議
会
広
報
）
か
ら
。

　

４
月
８
日
か
ら
13
日
ま
で
日
本
司
教
団
の
ア
ド
・
リ
ミ
ナ
が
行
わ
れ
、

全
15
教
区
か
ら
司
教
と
補
佐
司
教
の
計
17
人
が
バ
チ
カ
ン
を
訪
れ
た
。

２
０
１
５
年
以
来
９
年
ぶ
り
と
な
る
こ
の
公
式
訪
問
に
つ
い
て
、中
村
倫
明

大
司
教
に
よ
る
報
告
を
掲
載
す
る
。

いのち・信徒・家庭省を訪問する日本司教団
2024年4月9日

この 3 枚は中村大司教が撮影。1 枚目か
ら… ①上階から見たサンピエトロ広場 
②広場にある難民の彫像 ③この彫像の
反対側。聖家族も表現されている（中央）。

　

５
月
３
日（
金
）カ
ト
リ
ッ

ク
セ
ン
タ
ー
で
教
区
評
議
会

２
０
２
４
年
度
総
会
が
開
催

さ
れ
、約
１
０
０
人
の
小
教

区
・
各
部
門
代
表
の
司
祭
・

修
道
者
・
信
徒
が
集
ま
っ
た
。

午
前
の
部

　

は
じ
め
に
、中
村
倫
明
大

司
教
に
よ
る
会
長
あ
い
さ

つ
。
長
崎
教
区
の
理
念
で
あ

る
「
と
も
に
参
加
し 

と
も

に
交
わ
り 
と
も
に
宣
教
す

る
長
崎
教
区
」、お
よ
び
、二

つ
の
優
先
課
題
で
あ
る
「
と

も
に
集
い 

喜
び
あ
る
教
会

に
」「
わ
た
し
た
ち
の
教
会

か
ら 

わ
た
し
の
家
庭
か
ら 

司
祭
や
修
道
者
を
」
を
常
に

念
頭
に
置
い
て
行
動
す
る
よ

う
呼
び
か
け
た
。
次
に
、「
声

か
け
」
が
大
切
な
こ
と
。
参

加
も
交
わ
り
も
、宣
教
も
召

教
区
評
議
会

教
区
評
議
会  

２
０
２
４
総
会

２
０
２
４
総
会

小
教
区
の
統
廃
合
に
関
す
る
説
明
も

小
教
区
の
統
廃
合
に
関
す
る
説
明
も

命
も
声
か
け
か
ら
始
ま
る

こ
と
。
さ
ら
に
、ミ
サ
を

大
切
に
す
る
こ
と
。
ミ
サ

に
は
、朗
読
や
奉
納
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
奉
仕
の
す
べ

て
の
要
素
が
入
っ
て
い

て
、参
加
し
て
皆
で
作
り

上
げ
る
も
の
で
あ
り
、神

と
の
交
わ
り
を
通
し
て
、

お
互
い
に
交
わ
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
し
て
、派
遣

の
祝
福
「
行
き
ま
し
ょ

う
！
」
で
宣
教
に
出
向
い

て
い
く
。
教
会
の
第
一
の

使
命
は
宣
教
で
あ
り
、福

音
を
伝
え
る
こ
と
に
あ
る

と
説
い
た
。

　

続
い
て
、評
議
会
会
計

の
決
算
報
告
と
予
算
の
承

認
、各
地
区
・
団
体
の
活
動

報
告
、ま
た
、前
役
員
へ
の

感
謝
状
・
新
役
員
へ
の
任

命
書
の
贈
呈
が
行
わ
れ
た
。

　

２
０
２
５
年
は「
希
望
の
巡
礼
者
」

を
テ
ー
マ
と
す
る
聖
年
の
年
。
教
皇

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
５
月
９
日
、聖
年

を
布
告
す
る
大
勅
書
「Spes non 

confundit

（
希
望
は
欺
く
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
）」
を
発
表
さ
れ
た
。

大
勅
書
に
は
、24
年
12
月
29
日
（
日
）

す
べ
て
の
カ
テ
ド
ラ
ル
に
お
い
て
、

教
区
司
教
に
よ
り
聖
年
の
荘
厳
な
開

幕
と
し
て
の
ミ
サ
を
さ
さ
げ
る
よ
う

記
さ
れ
て
い
る
。年
間
日
程
を
掲
載
。

◆ 

２
０
２
４
年

12
月
24
日 

聖
ペ
ト
ロ
大
聖
堂
の「
聖

な
る
扉
」
開
放

◆ 

２
０
２
５
年

１
月
24
～
26
日 

メ
デ
ィ
ア
界
の
祝
祭

午
後
の
部

　

小
教
区
の
統
廃
合
問
題
に

つ
い
て
中
村
大
司
教
か
ら
説

明
が
あ
っ
た
。「
現
在
、教
区
司

祭
担
当
の
64
の
小
教
区
数
に

対
し
、他
教
区
派
遣
・
助
任
・

協
力
司
祭
を
除
い
た
主
任
司

祭
数
は
59
人
と
不
足
し
、
５

小
教
区
が
兼
任
教
会
に
な
っ

て
い
る
。
今
後
の
司
祭
叙
階

数
や
引
退
司
祭
数
を
考
慮
す

る
と
、さ
ら
に
状
況
は
厳
し

く
な
る
と
予
想
さ
れ
る
の
で
、

統
廃
合
の
実
施
を
覚
悟
し
て

お
い
て
ほ
し
い
。
２
０
２
０

年
に
立
ち
上
げ
た
小
教
区
再

編
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が

検
討
し
、21
年
に
ま
と
め
上

げ
た
各
地
区
の
統
廃
合
案

を
、
３
年
が
経
過
し
て
状
況

が
変
わ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
の
で
、再
確
認
、再
検
討

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ

の
結
果
を
も
と
に
統
廃
合
を

進
め
て
い
き
た
い
」

　

次
に
、教
区
シ
ノ
ド
ス
提

言
推
進
に
つ
い
て
、教
区
シ

ノ
ド
ス
担
当
の
岡 

秋
美
師
、

副
担
当
の
谷
脇
誠
一
郎
師
が

解
説
し
、続
い
て
教
区
11
委

員
会
（
福
祉
委
員
会
の
み
欠

席
）の
委
員
長
が
、モ
ッ
ト
ー

と
す
る
み
こ
と
ば
を
掲
げ
な

が
ら
、活
動
内
容
や
今
後
の

課
題
な
ど
（
本
紙
３
月
号
２

面
参
照
）
を
発
表
し
た
。

　

最
後
に
、昨
年
発
足
し
た

滑
石
教
会
の
青
年
部
（
現
在

の
部
員
10
人
）
か
ら
あ
い
さ

つ
が
あ
り
、「
今
後
、他
の
小

教
区
と
の
交
流
の
輪
を
広
げ

て
い
き
た
い
」
と
熱
く
希
望

を
語
っ
た
。

２
月
８
～
９
日 

軍
隊
・
警
察
・
警
備

関
係
者
の
祝
祭
／
16
～
18
日 

芸
術
家

の
祝
祭
／
21
～
23
日 

助
祭
の
祝
祭

３
月
８
～
９
日 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
界
の
祝

祭
／
28
日 

主
に
さ
さ
げ
る
24
時
間
／
28

～
30
日 

い
つ
く
し
み
の
宣
教
者
の
祝
祭

４
月
５
～
６
日 

病
者
と
医
療
従
事
者

の
祝
祭
／
25
～
27
日 

テ
ィ
ー
ン
エ
イ

ジ
ャ
ー
の
祝
祭
／
28
～
30
日 

障
が
い

者
の
祝
祭

５
月
１
～
４
日 

労
働
者
の
祝
祭
／
４

～
５
日 

企
業
家
の
祝
祭
／
10
～
11
日 

楽
団
の
祝
祭
／
16
～
18
日 

慈
善
団
体

の
祝
祭
／
24
～
25
日 

子
ど
も
の
祝
祭

／
５
月
30
日
～
６
月
１
日 

家
庭
・
祖

父
母
・
高
齢
者
の
祝
祭

６
月
７
～
８
日 

教
会
運
動
体
・
諸
団

体
・
新
し
い
共
同
体
の
祝
祭
／
９
日 

ロ
ー
マ
教
皇
庁
で
働
く
人
の
祝
祭
／
14

～
15
日 

ス
ポ
ー
ツ
界
の
祝
祭
／
20
～

22
日 

各
国
政
府
の
祝
祭
／
23
～
24
日 

神
学
生
の
祝
祭
／
25
日 

司
教
の
祝
祭

／
26
～
27
日 

司
祭
の
祝
祭
／
28
日 

東

方
諸
教
会
の
祝
祭

７
月
28
日
～
８
月
３
日 

青
年
の
祝
祭

９
月
15
日 

い
や
し
の
祝
祭
／
20
日 

正

義
の
祝
祭
／
26
～
28
日 

カ
テ
キ
ス
タ

の
祝
祭

10
月
５
日 

移
住
者
の
祝
祭
／
８
～
９

日 

奉
献
生
活
者
の
祝
祭
／
11
～
12
日 

マ
リ
ア
の
霊
性
の
祝
祭
／
18
～
19
日 

宣
教
の
た
め
の
祝
祭
／
10
月
30
日
～
11

月
２
日 

教
育
界
の
祝
祭

11
月
16
日 

貧
し
い
人
の
祝
祭
／
21
～

23
日 

聖
歌
隊
の
祝
祭

12
月
14
日 

受
刑
者
の
祝
祭

（
中
央
協
議
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
参
照
）

バチカンを訪れた日本司教団　4月12日教皇謁見の日の朝、サンピエトロ広場

２
０
２
５
年
聖
年

２
０
２
５
年
聖
年

今
年
今
年
1212
月月
2424
日
に
日
に

バ
チ
カ
ン
の「
聖
な
る
扉
」開
放

バ
チ
カ
ン
の「
聖
な
る
扉
」開
放
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勉
強
会
「
エ
イ
ズ
と
宗
教
―
偏
見
、差
別
、誤
解
、排
除
、

他
人
事
意
識
を
変
え
る
に
は
―
」
が
長
崎
で
開
催
さ
れ
ま

す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。定
員
３
０
０
人
、参
加
費
無
料
。

６
月
15
日
㈯
13
時
～
16
時　

長
崎
カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

【
導
入
】
井
上
洋
士
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
デ
ス
ク
委
員
）

【
登
壇
者
】
古
川
潤
哉
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
浄
誓
寺
僧
侶
）、平
良

愛
香
（
日
本
基
督
教
団
川
和
教
会
牧
師
、同
デ
ス
ク
委
員
）、中
村
倫
明

（
カ
ト
リ
ッ
ク
長
崎
教
区
大
司
教
、同
デ
ス
ク
担
当
司
教
）

【
主
催
・
問
い
合
わ
せ
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
か
メ
ー
ル
で
の
申
し
込
み
】

カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会 

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
デ
ス
ク

℡
03
‐
５
３
６
２
‐
４
４
１
４

＊
左
記
へ
、氏
名
・
所
属
（
教
会
名
な
ど
）
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

03
‐
５
３
６
２
‐
７
９
２
０　

hivaids@cbcj.catholic.jp

携帯 090−7923−9005
TEL（095）㈹847−7151

2024年度 行事予定　2024年度 行事予定　※行事の追加や日程など※行事の追加や日程など
　の変更があり得ます　　の変更があり得ます　

月　日月　日 行　事行　事 場所など場所など
5 月 3 日 ㊎ 教区評議会総会 カトリックセンター

3日 ㊎ 第144回クルシリヨ（5/6まで） お告げのマリア修道会本部

4 日 ㊏ 在長崎ベトナム人カトリック共同体創立
10周年記念 青年キャンプ集会（5/5まで） 諫早市内

5日 ㊐ 青年のための巡礼ウオーク（5/6まで） 長崎市内
12日 ㊐ 井持浦ルルド祭 井持浦教会
18日 ㊏ カトリック講座（全10回、11/2まで） カトリックセンター
19 日 ㊐ 雲仙殉教祭 雲仙メモリアルホール

6月 9日 ㊐ 中村大司教と青年の交流会 大司教館
10日 ㊊ 教区司祭黙想会（6/13まで） 福岡市（旧大神学院）

15 日 ㊏ カトリック中央協議会 HIV/AIDS デスク主催 
第10回勉強会「エイズと宗教」 カトリックセンター

8月 5日 ㊊ 召命親子キャンプ（8/6まで） 長崎市内
9日 ㊎ 平和祈願祭（長崎） 浦上教会・平和公園
11 日 ㊐ 教区高校生黙想会 カトリックセンター
15 日 ㊍ 聖母平和祈願祭（佐世保） アルカスSASEBO
17 日 ㊏ 沖縄平和学習（8/19まで） 高校生対象

9 月 1 日 ㊐ 大村殉教祭 シーハットおおむら
8日 ㊐ 十字架山殉教祭 長崎市・十字架山
15日 ㊐ 福者カミロ・コンスタンツォ殉教祭 焼罪史跡公園
29日 ㊐ 聖トマス西と十五殉教者祭 中町教会

10月 2日 ㊌ シノドス第 2会期（10/27まで） バチカン
15日 ㊋ 教区司祭黙想会（10/18まで） カトリックセンター
20 日 ㊐ 牢屋の窄殉教祭 久賀・牢屋の窄
27日 ㊐ キリシタン洞窟ミサ 若松・キリシタン洞窟

11 月 予定 長崎青年の日 大司教館
1日 ㊎ 司教座聖堂献堂記念日・記念ミサ 浦上教会
4日 ㊊ 教区女性部ソフトバレーボール大会 長崎市内
10日 ㊐ 黒瀬の辻殉教祭 生月・クルスの丘公園

12 月 1 日 ㊐ 平戸ザビエル祭 平戸ザビエル記念教会
24 日 ㊋ 2025年聖年「聖なる扉」開放 バチカン

1月 予定 青年・新春スポーツ大会 大司教館
18日 ㊏ キリスト教一致祈祷週間（1/25まで） キリスト教諸教会
19 日 ㊐ 長崎キリスト教一致礼拝 中町教会

2月 2日 ㊐ 日本二十六聖人殉教記念ミサ 西坂公園
3月 9日 ㊐ 教区青年黙想会 大司教館

17日 ㊊ 日本の信徒発見の聖母記念ミサ 大浦天主堂
通　年 聖書愛読運動 教区評議会
通　年 一菜募金（災害救援募金） 　　〃
12/1 ～ 1/15 クリスマス愛の募金 　　〃
毎月 9日 「平和を求める祈り」 教区平和推進委員会

毎月第 3火曜 朝祷会（長崎）場所：日本基督教団長崎古町教会
教区エキュメニズム・
諸宗教委員会

５
年
ぶ
り
浦
上
教
会
か
ら
巡
礼
団

５
年
ぶ
り
浦
上
教
会
か
ら
巡
礼
団

津
和
野
・
乙
女
峠
ま
つ
り
へ

津
和
野
・
乙
女
峠
ま
つ
り
へ

　

５
月
３
日
（
金
）、中
野
健

一
郎
師
、西
田
祐
尚
師
を
含

む
浦
上
教
会
巡
礼
団
総
勢
34

人
は
「
乙
女
峠
ま
つ
り
」
に

参
加
す
る
た
め
、早
朝
５
時

に
大
型
バ
ス
で
浦
上
教
会
を

出
発
し
た
。
津
和
野
ま
で
は

高
速
道
路
を
急
い
で
も
片
道

５
時
間
程
度
、津
和
野
教
会

前
か
ら
の
聖
母
行
列
出
発
に

や
っ
と
間
に
合
う
時
間
で
あ

る
。
昨
年
ま
で
は
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
で
非
公
開
、参
加
制

限
な
ど
も
あ
り
、浦
上
教
会

か
ら
団
体
で
参
加
す
る
の
は

５
年
ぶ
り
で
あ
っ
た
。

　

今
年
も
浦
上
か
ら
は
四
番

崩
れ
の
流
配
者
の
心
を
支
え

た「
信
徒
発
見
の
マ
リ
ア
像
」

（
レ
プ
リ
カ
）
が
参
加
、「
津

和
野
教
会
の
マ
リ
ア
像
」
と

並
ん
で
聖
母
行
列
が
始
ま
っ

た
。
乙
女
峠
で
の
森
山
信
三

司
教
（
大
分
教
区
）
司
式
に

よ
る
殉
教
者
追
悼
ミ
サ
に
は

全
国
か
ら
総
勢
千
人
を
超
え

る
巡
礼
者
が
参
加
し
た
。

　

森
山
司
教
は
説
教
の
中

で
、こ
の
乙
女
峠
で
信
仰
を

証
し
し
命
を
さ
さ
げ
た
37
人

の
殉
教
者
の
一
日
も
早
い
列

聖
を
願
う
こ
と
、今
の
日
本

で
は
迫
害
は
な
い
が
、他
者

に
対
す
る
無
関
心
と
、人
を

神
か
ら
引
き
離
す
考
え
が
横

行
し
て
い
る
こ
と
に
触
れ
、

「
世
界
の
中
で
は
今
な
お
迫

害
を
受
け
る
人
た
ち
も
い
ま

す
。
こ
の
ミ
サ
を
殉
教
者
へ

の
追
悼
と
信
仰
の
自
由
の
た

め
に
さ
さ
げ
ま
す
」
と
宣
言

さ
れ
た
。

　

ミ
サ
の
後
、乙
女
峠
か
ら

の
山
道
を
十
字
架
の
道
行
を

唱
え
な
が
ら
殉
教
者
が
葬
ら

れ
て
い
る
蕪

か
ぶ
ら

坂ざ
か

ま
で
歩
き
、

花
束
を
供
え
て
先
祖
の
遺
徳

を
た
た
え
た
。
津
和
野
教
会

へ
戻
る
と
、萩
教
会
の
巡
礼

団
と
合
流
。
ぜ
ひ
「
信
徒
発

見
の
マ
リ
ア
像
」
と
共
に
と

言
わ
れ
、一
緒
に
記
念
写
真

を
撮
っ
て
津
和
野
を
後
に
し

た
。

（
浦
上
教
会 

歴
史
委
員
会
）

各
地
か
ら
人
々
集
う

　

津
和
野
・
乙
女
峠
ま
つ
り

開
催
の
知
ら
せ
は
コ
ロ
ナ
禍

を
経
て
広
く
伝
え
ら
れ
、全

国
各
地
か
ら
個
人
や
団
体
で

約
千
人
が
集
ま
り
、殉
教
者

を
し
の
ん
で
祈
り
が
さ
さ
げ

ら
れ
た
。今
年
長
崎
か
ら
は
、

巡
礼
団
と
な
っ
て
現
地
を
訪

れ
た
浦
上
教
会
の
他
、近
隣

の
城
山
教
会
で
も
司
祭
の
呼

び
か
け
に
よ
っ
て
、中
高
生
・

青
年
が
福
岡
市
の
笹
丘
教
会

（
共
に
聖
ア
ウ
グ
ス
チ
ノ
修

道
会
）
の
中
学
生
・
青
年
と

共
に
、司
祭
を
合
わ
せ
計
８

人
で
津
和
野
を
訪
れ
た
。

中
央
協
議
会 

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ 

デ
ス
ク

第
10
回
勉
強
会
「
エ
イ
ズ
と
宗
教
」

「
エ
イ
ズ
と
宗
教
」

６
月
15
日
開
催 

参
加
は
会
場
の
み

FAX

青
年
と
司
祭
ら
計

青
年
と
司
祭
ら
計
3232
人
が
巡
礼
ウ
オ
ー
ク

人
が
巡
礼
ウ
オ
ー
ク

平
和
、子
ど
も
、召
命
の
た
め
祈
る

平
和
、子
ど
も
、召
命
の
た
め
祈
る

　

５
月
５
日
（
日
）
～
６
日

（
月
）、教
区
召
命
委
員
会（
辻

原
達
也
委
員
長
）
主
催
の
青

年
を
対
象
と
し
た
召
命
巡
礼

ウ
オ
ー
ク
が
長
崎
市
で
行
わ

れ
た
。
青
年
20
人
と
司
祭
・

ス
タ
ッ
フ
12
人
の
計
32
人
で

の
「
歩
き
」
で
あ
っ
た
。

　

１
日
目
は
大
司
教
館
を
ス

タ
ー
ト
し
、平
和
公
園
、城
山

教
会
、稲
佐
教
会
を
経
て
飽

の
浦
教
会
ま
で
歩
い
た
。
訪

れ
た
場
所
ご
と
に
平
和
の
た

め
、子
ど
も
た
ち
の
た
め
、召

命
の
た
め
ロ
ザ
リ
オ
を
一
連

ず
つ
唱
え
、そ
れ
ぞ
れ
の
教

会
で
の
話
し
を
聞
い
た
。
宿

泊
は
飽
の
浦
教
会
に
お
世
話

在
長
崎
ベ
ト
ナ
ム
人

在
長
崎
ベ
ト
ナ
ム
人  

カ
ト
カ
ト  

　　

リ
ッ
ク

リ
ッ
ク  

共
同
体

共
同
体

創
立
創
立
1010
周
年
記
念

周
年
記
念  

青
年
キ
ャ
ン
プ
集
会

青
年
キ
ャ
ン
プ
集
会

　

５
月
４
日
（
土
）
～
５
日

（
日
）、在
長
崎
ベ
ト
ナ
ム
人

カ
ト
リ
ッ
ク
共
同
体
創
立
10

周
年
記
念
青
年
キ
ャ
ン
プ
集

会
が
諫
早
市
内
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

現
在
、長
崎
に
は
約
２
７

０
０
人
の
ベ
ト
ナ
ム
人
が
生

活
し
て
い
ま
す
。
技
能
実
習

生
、留
学
生
、研
修
生
な
ど
さ

ま
ざ
ま
で
す
。
こ
の
た
び
、小

長
井
町
に
あ
る
み
さ
か
え
の

園
の
運
動
場
を
使
用
し
キ
ャ

ン
プ
集
会
を
開
き
ま
し
た
。

集
会
に
は
若
者
と
ゲ
ス
ト
、

ス
タ
ッ
フ
合
わ
せ
て
約
70
人

の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

シ
ス
タ
ー
た
ち
と
交
流
し
た

り
、さ
ま
ざ
ま
な
出
し
物
を

披
露
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
19
時
か
ら
十
字

架
の
行
列
が
行
わ
れ
、「
愛

の
う
ち
に
共
に
歩
も
う
」
と

い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
劇
や
踊
り
な
ど
実
に
多

彩
な
内
容
で
、約
２
時
間
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
。
そ
の
後
、テ

ゼ
の
祈
り
、福
音
朗
読
、「
世

界
の
平
和
の
た
め
に
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
締
め
く
く
り
ま

し
た
。
２
日
日
は
、中
村
倫

明
大
司
教
様
、司
祭
方
、シ
ス

タ
ー
方
も
参
列
し
、閉
会
の

ミ
サ
が
さ
さ
げ
ら
れ
、喜
び

の
う
ち
に
大
会
が
終
了
し
ま

し
た
。

２
０
２
４
年
５
月
７
日

キ
ャ
ン
プ
実
行
者 

代
表

　

デ
ィ
ン
・
シ
ャ
ン
・
シ
ン

に
な
り
、司
祭
と
青
年
ま
た

青
年
同
士
の
交
わ
り
、語
ら

い
が
あ
り
、皆
、寝
袋
で
就
寝

し
た
。

　

２
日
目
は
飽
の
浦
信
徒
と

の
ミ
サ
で
始
ま
り
、小
雨
が
降

る
中
で
「
歩
き
」
を
再
開
。

女
神
大
橋
を
渡
り
、戸
町
ト
ン

ネ
ル
を
通
り
抜
け
、中
町
教
会

で
昼
食
。
西
坂
で
祈
り
、大
司

教
館
ま
で
歩
い
て
戻
っ
た
。

　

主
催
者
は
、「
歩
い
て
の

長
崎
一
周
。
到
着
時
に
は
雨

も
上
が
り
、達
成
感
と
一
体

感
の
う
ち
に
参
加
者
全
員
の

顔
が
晴
れ
晴
れ
と
し
て
い
ま

し
た
。
た
く
さ
ん
の
人
に
た

く
さ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
先
青
年
た
ち
の
召

命
へ
の
良
き
『
歩
き
』
が
あ

れ
ば
と
願
い
ま
す
」
と
話
し

て
い
た
。

〈区画 /規格 ： １.５m×２.０m　３.０㎡〉 〈納骨堂式〉
納骨堂式１基 （３段） ……78 万円
永代使用料２０万、 管理費１０年３万円
消費税を含む

墓碑 1区画 （青 ・桜 ・白） ……182.5 万円　※自由区画もあります。

（永代使用料５０万、 管理費１０年６万円、 消費税を含む）

山脇　守
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小教区
信徒数

世帯数
洗　礼 ミサ参加者 結　婚

死亡信徒
同士

混宗
婚 (1)

異宗
婚 (2)

他宗
同士男 女 合計 子ども 成人 主日 復活 降誕

浦 上 2,746 3,486 6,232 1,296 10 15 1,200 1,200 1,600 0 0 10 1 71
稲 佐 354 404 758 252 0 0 120 170 210 0 0 2 0 12
城 山 1,173 1,449 2,622 682 9 0 350 400 660 3 0 6 0 38
西 町 946 1,162 2,108 706 11 10 320 400 450 0 0 5 0 23
本 原 891 1,063 1,954 452 0 2 300 350 400 0 0 4 0 19
三 ツ 山 118 179 297 74 1 0 80 100 120 0 0 0 0 4
中 町 533 788 1,321 480 6 2 250 320 350 2 0 5 0 34
神 ノ 島 170 230 400 160 1 1 130 170 250 0 0 5 1 11
木 鉢 430 570 1,000 310 2 0 150 250 250 0 0 2 0 5
飽 の 浦 536 649 1,185 411 1 1 160 180 180 1 0 0 0 21
本 河 内 55 85 140 55 0 1 30 30 75 0 0 0 0 3
八 幡 町 147 213 360 101 0 0 40 60 60 0 0 0 0 3
愛 宕 240 477 717 192 1 1 90 140 90 1 0 0 0 3
大 浦 317 405 722 323 2 1 130 200 210 0 0 2 0 8
大 山 73 132 205 86 0 0 70 100 100 0 0 0 0 5
小 ヶ 倉 307 421 728 249 0 0 100 160 160 0 0 0 0 6
深 堀 503 610 1,113 280 0 0 180 200 240 0 0 0 0 13
香 焼 194 238 432 170 0 1 100 160 180 0 0 1 0 5
馬 込 113 190 303 190 0 0 150 200 200 0 0 0 0 10
滑 石 1,728 2,049 3,777 669 5 5 430 550 680 0 0 2 0 28
出 津 235 300 535 189 1 0 150 200 200 0 0 1 0 10
黒 崎 327 368 695 200 1 1 150 200 200 0 0 1 0 13
時 津 449 528 977 284 2 1 170 250 250 0 0 2 0 10
長 与 466 484 950 307 1 1 150 200 330 0 0 1 0 6
東 長 崎 695 888 1,583 390 5 4 160 280 280 0 0 2 0 13
植 松 772 934 1,706 478 1 0 350 400 450 0 0 1 0 19
水 主 町 307 320 627 207 3 0 130 180 200 0 0 2 0 7
諫 早 487 629 1,116 294 0 2 230 250 250 0 0 1 0 7
愛 野 27 32 59 24 0 1 10 15 20 0 0 0 0 1
島 原 69 79 148 80 0 0 30 40 60 0 0 0 0 2
湯 江 63 203 266 59 0 2 30 40 50 0 0 1 0 8
相 浦 447 555 1,002 420 3 0 250 300 300 0 0 0 0 17
三 浦 町 471 675 1,146 392 0 3 150 295 309 2 0 1 0 15
鹿 子 前 293 361 654 176 2 0 200 320 320 0 0 1 0 7
俵 町 310 351 661 238 2 2 160 250 250 0 0 1 0 6
大 野 283 344 627 267 0 0 140 140 200 0 0 1 0 7
浅 子 339 387 726 242 1 0 80 150 200 0 0 1 0 7
黒 島 110 133 243 138 4 3 90 120 120 0 0 2 0 12
太 田 尾 149 100 249 100 0 0 80 120 180 0 0 0 0 3
神 崎 794 861 1,655 348 4 0 250 450 450 1 1 0 0 13
褥 崎 374 346 720 200 6 2 160 300 320 1 0 1 0 9
大 崎 291 369 660 149 4 0 250 350 400 0 0 0 0 2
天 神 199 231 430 105 0 0 65 75 75 0 0 0 0 4
早 岐 224 280 504 155 0 0 100 100 120 0 0 1 0 6
佐 々 325 389 714 243 0 1 170 200 250 0 0 1 0 7
平 戸 279 339 618 200 2 0 120 200 200 0 0 1 0 11
上 神 崎 120 180 300 130 0 0 130 150 150 0 0 0 0 4
宝 亀 146 172 318 91 0 0 100 150 120 0 0 1 0 5
田 平 242 328 570 201 2 1 150 220 220 0 0 2 0 14
紐 差 448 560 1,008 249 15 3 250 350 350 1 0 2 0 17
西 木 場 242 281 523 184 1 0 120 190 190 0 0 1 0 9
平 戸 口 163 174 337 106 2 0 90 120 120 0 0 0 0 3
山 田 104 111 215 68 0 0 90 120 120 0 0 0 0 4
青 方 126 154 280 114 1 0 90 120 180 1 0 0 0 7
大 曽 170 168 338 126 0 0 150 250 250 0 0 0 0 2
青砂ヶ浦 441 509 950 340 0 0 130 140 120 0 0 1 0 14
丸 尾 186 189 375 160 0 0 130 200 200 0 0 0 0 6
仲 知 57 65 122 99 0 0 70 80 80 0 0 0 0 9
曽 根 184 201 385 154 0 0 120 200 180 0 0 0 0 11
鯛 之 浦 297 383 680 192 0 0 120 200 250 1 0 1 0 6
浜 串 165 170 335 188 0 1 130 160 170 0 0 1 0 10

桐 300 288 588 194 0 0 200 250 250 0 0 0 0 6
真手ノ浦 192 144 336 134 1 0 80 100 100 0 0 0 0 11
土井ノ浦 91 131 222 104 0 0 70 80 90 0 0 0 1 3
福 江 531 531 1,062 463 3 0 350 450 450 1 0 0 0 24
浜 脇 33 35 68 26 0 1 40 50 50 0 0 0 0 0
浦 頭 123 198 321 169 0 0 200 250 280 0 0 0 0 9
奈 留 160 162 322 103 0 0 80 120 100 0 0 0 0 5
水 ノ 浦 171 201 372 169 3 1 130 277 237 0 0 2 0 5
三 井 楽 116 168 284 115 0 0 150 170 170 0 0 0 0 10
貝 津 64 70 134 53 0 0 50 60 60 0 0 0 0 4
井 持 浦 57 47 104 45 1 0 40 70 90 0 0 0 0 4
総 計 25,288 30,906 56,194 17,000 120 70 11,465 15,292 17,026 15 1 78 3 746

(1) 混宗婚とは、カトリック信者とカトリック以外のキリスト信者との結婚
(2) 異宗婚とは、カトリック信者と非キリスト者との結婚

長崎大司教区現勢統計表（2023/12/31 現在）

地 域 ……  長崎県 小 教 区 …… 72
面 積 …… 4,131 ㎢ 準小教区 …… 1
県 人 口 …… 1,263,819 人 巡回教会 …… 56
カトリック …… 57,064 人 集 会 所 …… 2

信徒数 司祭・他 総数
2021 年 57,615 人 877 人 58,492 人
2022 年 56,826 人 866 人 57,692 人
2023 年 56,194 人 870 人 57,064 人

　

今
年
４
月
か
ら
の
再
開
を

予
定
（
本
紙
４
月
号
既
報
）

し
て
い
た
長
崎
教
区
の
「
子

ど
も
と
女
性
の
人
権
相
談

室
」
が
５
月
１
日
、中
町
教

会
信
徒
会
館
の
一
室
に
開
設

し
た
。

　

開
設
を
前
に
４
月
25
日
、

中
村
倫
明
大
司
教
は
相
談
室

再
開
の
お
知
ら
せ
を
文
書
を

通
じ
て
教
区
内
に
伝
え
、相

談
室
担
当
司
祭
・
葛
嶋
秀
信

師
（
教
区
本
部
事
務
局
長
）

か
ら
も
案
内
が
出
さ
れ
た
。

　

お
知
ら
せ
と
案
内
の
全
文

は
、今
年
３
月
19
日
教
区
顧

問
会
で
承
認
さ
れ
た
「
子
ど

も
と
女
性
の
人
権
相
談
室
規

程
」
と
共
に
、教
区
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
で
き
る（
下

記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）。
相
談
室
の

連
絡
先
な
ど
は
次
の
通
り
。

長
崎
大
司
教
区
「
子
ど
も
と

女
性
の
人
権
相
談
室
」

開
始
日

２
０
２
４
年
５
月
１
日

場
所

長
崎
市
中
町
１
‐
13

中
町
教
会
信
徒
会
館
２
階

電
話
（
フ
ァ
ッ
ク
ス
）

０
９
５
‐
８
０
１
‐
１
９
９
８

※
メ
ー
ル
は
準
備
中
で
す
。

受
付
時
間

月
・
水
・
金　

10
時
～
16
時

（
祝
日
は
休
み
）

※
受
付
の
相
談
員
の
都
合
に

よ
り
休
み
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

面
談

電
話
だ
け
で
も
構
い
ま
せ

ん
。
面
談
も
予
約

の
上
可
能
で
す
。

訂
　
　
正

〈
二
〇
二
四
年
度『
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
祝
日
表
』〉

【
追
加
】

■

30
頁
「
電
話
番
号
」

子
ど
も
と
女
性
の
人
権
相
談
室

０
９
５
‐
８
０
１
‐
１
９
９
８

長
崎
コ
レ
ジ
オ

０
９
５
‐
８
０
１
‐
１
０
１
８

■

32
頁
「
愛
宕
教
会
」
…
ア

ン
ジ
ェ
リ
ー
ノ　

オ
ー
フ
ァ

ン
・
ノ
ヴ
ェ
ン
ト
ス
・
ロ
ワ

師
（
助
任
）

■

41
頁
「
教
区
外
在
住
司

祭
」
…
中
尾
直
通
師
→
今
村

教
会
・
本
郷
教
会
協
力
司
祭
、

岩
下
和
樹
師
→
糸
島
教
会
主

任
兼
務

■

41
頁
「
病
気
療
養
中
」
…

中
濱
繁
喜
師
→
長
崎
大
司
教

館　

〒
８
５
２
‐
８
１
１
４

長
崎
市
橋
口
町
１
‐
１

℡
０
９
５
‐
８
４
３
‐
４
１
８
８

【
修
正
】

■

29
頁
「
４
月
27
日
」
の
欄

…
神
の
い
つ
く
し
み
の
青
→

㊣
神
の
い
つ
く
し
み
の
主
日

■

41
頁「
教
区
外
在
住
司
祭
」

…
竹
内
英
次
師
の
住
所
→
㊣

崎
津
教
会
・
大
江
教
会
・
本

渡
教
会
（
連
絡
先
）
〒
８
６

３
‐
１
２
０
４ 

天
草
市
河
浦

町
崎
津
５
３
９ 

崎
津
教
会

電
話
と
フ
ァ
ッ
ク
ス

０
９
６
９
‐
79
‐
０
０
１
５

■

42
頁
「
引
退
司
祭
」
…
野

下
千
年
師
の
住
所
→
㊣
〒
８

５
２
‐
８
１
４
２ 

長
崎
市

三
ツ
山
町
１
３
９
‐
５ 

恵
の

丘
長
崎
原
爆
ホ
ー
ム（
本
館
）

■

61
頁
「
佐
世
保
地
区
」
太

田
尾
教
会
の
電
話
番
号
→
㊣

０
９
５
９
‐
34
‐
２
３
４
１

【
そ
の
他
】

■

30
頁
「
教
区
本
部
」
掲
載

の
ア
ウ
グ
ス
チ
ン
・
ト
ゥ
師

は
、長
崎
コ
レ
ジ
オ
へ
異
動

の
た
め
、こ
の
欄
か
ら
削
除

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

５
月
１
日
開
設

子
ど
も
と
女
性
の
人
権
相
談
室

子
ど
も
と
女
性
の
人
権
相
談
室

　

５
月
３
日
（
金
）
夕
方
～
６
日
（
月
）

夕
方
ま
で
、お
告
げ
の
マ
リ
ア
修
道
会
本

部
を
会
場
に
第
１
４
４
回
ク
ル
シ
リ
ヨ

が
行
わ
れ
、14
小
教
区
14
教
会
よ
り
17
歳

か
ら
83
歳
ま
で
の
男
性
10
人
、女
性
10
人

の
合
計
20
人
が
参
加
し
た
。

　

最
初
は
緊
張
感
の
あ
る
面
持
ち
だ
っ

た
参
加
者
も
、ク
ル
シ
リ
ヨ
で
の
体
験
と

パ
ラ
ン
カ
（
霊
的
花
束
）
な
ど
を
通
し

て
聖
霊
の
恵
み
に
満
た
さ
れ
、私
た
ち
に

寄
り
添
う
神
の
愛
を
次
第
に
実
感
し
て

い
る
様
子
だ
っ
た
。

　
「（
丸
３
日
間
を
経
て
）
こ
れ
か
ら
は

“
第
４
の
日
〟。
こ
れ
か
ら
の
人
生
は
神
様
へ
の
贈
り

物
と
し
て
、神
様
か
ら
の
恩
恵
の
生
活
を
大
切
に
し
、

朝
は
希
望
に
起
き
、昼
は
努
力
に
生
き
、夜
は
感
謝
に

眠
る
、そ
う
い
う
巡
礼
の
旅
を
し
な
が
ら
奉
仕
の
生

活
を
皆
で
送
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
」（
ク
ル
シ
リ
ヨ
事
務
局
）

〝被爆75年から〝被爆75年から
5年間のチャレンジ〟5年間のチャレンジ〟
https://nuclear-free.net/https://nuclear-free.net/

核なき世界基金核なき世界基金

2020年2020年

７
月
号
は

７
月
号
は

休
刊
い
た
し
ま
す

休
刊
い
た
し
ま
す

短
　
信

〈
堅
信
式
〉

　

４
月
21
日
（
日
）
西
町
教

会
で
中
村
倫
明
大
司
教
の
司

式
に
よ
り
堅
信
式
ミ
サ
が
行

わ
れ
、中
学
生
５
人
、高
校
生

１
人
、大
人
３
人
の
計
９
人

が
堅
信
の
恵
み
を
受
け
た
。

み
つ
あ
み
の
会
主
催

一
日
の
祈
り
の
集
い

開
催
日
と
場
所
（
教
会
名
）

６
月
６
日
㈭
三
浦
町
、
７
月
６

日
㈯
福
江
、９
月
14
日
㈯
城
山
、

10
月
５
日
㈯
本
原
、11
月
４
日

㈪
田
平
、
２
０
２
５
年
１
月
14

日
㈫
滑
石

　

開
催
日
１
週
間
前
ま
で
に
、郵

送
（
〒
８
５
２
‐
８
１
４
２ 

長

崎
市
三
ツ
山
町
４
１
５
）、フ
ァ
ッ

ク
ス
（
０
９
５
‐
８
４
３
‐
７
５

７
０
）、メ
ー
ル
（norasho@
outlook.jp

）
の
い
ず
れ
か
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
15

人
。
参
加
費
５
０
０
円
。（
担
当
）

純
心
聖
母
会 

Sr.
山
田
房
恵

第 144回クルシリヨ



　 第1127号　� 2024 年（令和 6年）6月１日（毎月１日発行）　（４） 　（昭和27年１月12日第三種郵便物認可） カ ト リ ッ ク 教 報
　

４
月
10
日
、肺
炎
の
た
め

長
崎
市
内
の
安
中
外
科
・
脳

神
経
外
科
医
院
で
逝
去
。
82

歳
。

　

１
９
４
１
年
11
月
20
日
神

戸
市
生
ま
れ
。
鷹
取
教
会
で

受
洗
。
60
年
入
会
。
68
年
３

月
20
日
イ
グ
ナ
チ
オ
（
東
京
・

麹
町
）
教
会
で
司
祭
叙
階
。

72
年
東
京
・
赤
羽
修
道
院
、カ

ト
リ
ッ
ク
グ
ラ
フ
社
。
74
年

関
町
修
道
院
長
、関
町
修
学

院
長
。
76
年
赤
羽
修
道
院
、赤

羽
教
会
助
任
。
79
年
関
町
修

道
院
、大
神
学
校
副
校
長
。
82

年
イ
タ
リ
ア・ア
シ
ジ
へ
派
遣
。

85
年
長
崎
・
聖
母
の
騎
士
修

道
院
、『
聖
母
の
騎
士
』
編
集

長
。
91
年
聖
母
の
騎
士
社
代

表
。
２
０
０
９
年
兵
庫
・
仁

川
修
道
院
、仁
川
教
会
主
任
。

17
年
赤
羽
修
道
院
、赤
羽
教

会
主
任
。
18
年
聖
母
の
騎
士

修
道
院
、東
長
崎
教
会
協
力
。

　

１
９
７
４
年
か
ら
82
年
ま

で
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会

で
、局
長
補
佐
、事
務
局
次

長
、広
報
委
員
会
の
秘
書
を

務
め
た
。81
年
教
皇
ヨ
ハ
ネ
・

パ
ウ
ロ
２
世
来
日
の
折
に
は

各
機
関
と
の
調
整
や
報
道
対

応
に
も
奔
走
し
た
。
ま
た
修

道
会
で
は
、広
報
委
員
長
、管

区
評
議
員
、管
区
事
務
局
長
、

正
義
・
平
和
・
環
境
保
護
担

当
者
な
ど
を
歴
任
し
た
。

　

長
き
に
わ
た
り
聖
母
の
騎

士
社
で
奉
仕
し
、聖
マ
キ
シ

ミ
リ
ア
ノ
・
マ
リ
ア
・
コ

ル
ベ
神
父
の
遺
志
を
受
け

継
ぎ
な
が
ら
、『
聖
母
の
騎

士
』
誌
や
多
く
の
キ
リ
ス
ト

教
書
籍
の
編
集
、発
行
に
携

わ
っ
た
。
一
見
温
厚
で
物
静

か
な
性
格
の
よ
う
で
あ
り

な
が
ら
、病
床
で
も
記
事
を

執
筆
す
る
ほ
ど
、キ
リ
ス
ト

教
の
精
神
を
熱
心
に
伝
え
る

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
よ
う
な

姿
勢
を
持
っ
て
い
た
。
特
発

性
間
質
性
肺
炎
の
た
め
入
退

院
を
繰
り
返
し
、一
時
は
奇

跡
的
な
回
復
を
見
せ
た
が
、

４
月
10
日
に
逝
去
し
た
。

　

葬
儀
ミ
サ
・
告
別
式
は
４

月
13
日
本
河
内
教
会
で
、同

修
道
会
日
本
管
区
長
の
谷
崎

新
一
郎
師
の
司
式
に
よ
り
行

わ
れ
た
。

ベ
ナ
ン
チ
オ

水
浦 
征い

く

男お 

神
父

（
コ
ン
ベ
ン
ツ
ア
ル　
　
　

聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
会
）

　

建
築
始
ま
り
、工
事
進
む

　

１
９
７
０
（
昭
和
45
）
年
10
月
号

の
紙
面
を
め
く
る
と
、「
里
脇
大
司

教
の
手
で
定
礎 

カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー 

建
築
始
ま
る
」
と
の
見
出
し

が
あ
る
。

　
「
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
つ
い
て
は
、

里
脇
大
司
教
さ
ま
の
並
々
な
ら
ぬ
ご

努
力
と
、司
祭
、信
徒
全
員
の
、心
か

ら
の
協
力
で
実
現
の
目
ど
が
つ
き
、

早
く
も
起
工
の
運
び
に
な
っ
た
。
施

工
に
つ
い
て
は
入
札
に
よ
っ
て
慎
重

に
検
討
さ
れ
て
い
た
が
９
月
４
日
、

大
司
教
館
で
建
設
委
員
会
を
ひ
ら

き
、全
委
員
の
総
意
に
よ
っ
て
施
工

者
は
大
林
組
に
決
定
し
た
。

　

９
月
25
日
、建
設
地
で
あ
る
長
崎

市
上
野
町
の
現
場
で
、建
設
委
員
で

あ
る
司
祭
、信
徒
、工
事
関
係
者
の
参

集
の
も
と
に
、定
礎
、起
工
式
が
行
わ

れ
た
」

　

そ
の
後
も
工
事
の
進
捗
状
況
を
伝

え
る
記
事
は
度
々
掲
載
さ
れ
た
。
セ

ン
タ
ー
の
建
設
が
、信
徒
、聖
職
者
、

修
道
会
な
ど
多
く
の
人
々
か
ら
物
心

両
面
に
わ
た
り
支
え
ら
れ
て
い
た
こ

と
が
分
か
る
。「
工
事
も
順
調
に
は
か

ど
っ
て
お
り
、11
月
末
ま
で
に
地
下

機
械
室
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
込
み

も
終
了
、い
よ
い
よ
基
礎
工
事
に
か

か
る
」（
１
９
７
０
年
12
月
号
）

　
「（
71
年
）
３
月
末
ま
で
に
、講
堂
と

本
館
５
階
ま
で
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打

ち
込
み
も
終
わ
り
、せ
き
板
も
取
り

の
け
ら
れ
た
。
信
徒
の
熱
意
も
た
か

ま
っ
て
、拠
金
も
計
画
通
り
積
み
立
て

ら
れ
て
い
る
ほ
か
、篤
志
の
献
金
も
寄

せ
ら
れ
続
け
て
い
る
」（
71
年
４
月
号
）

　

喜
び
の
祝
別
・
落
成
式

　

１
９
７
１
年
11
月
号
の
１
面
。

　
「
セ
ン
タ
ー
は
昨
年
９
月
25
日
、定

礎
式
が
行
わ
れ
て
か
ら
１
年
と
10
日

の
工
事
を
終
え
て
、10
月
４
日
、喜
び

の
祝
別
・
落
成
式
を
行
っ
た
。

　

教
区
司
祭
、男
女
修
道
会
代
表
、各

小
教
区
信
徒
代
表
、建
設
委
員
会
委

員
と
来
賓
長
崎
市
長
（
代
理
）、カ
ト

リ
ッ
ク
国
会
議
員
な
ど
３
５
０
人
が

参
列
、10
時
か
ら
里
脇
大
司
教
の
手

で
祝
別
さ
れ
た
あ
と
、新
ホ
ー
ル
で

落
成
式
が
行
わ
れ
た
。（
中
略
）

　

落
成
式
で
は
、建
設
委
員
長
中
島

万
利
師
の
経
過
報
告
の
あ
と
里
脇
大

司
教
の
あ
い
さ
つ
が
あ
」（
っ
た
）

　　

落
成
式
で
の

　

大
司
教
の
あ
い
さ
つ
〔
抜
粋
〕

　
「
教
区
の
信
仰
の
歴
史
に
深
い
ゆ

か
り
の
あ
る
浦
上
天
主
堂
と
並
ん

で
、教
区
信
者
の
総
力
で
、新
し
い
時

代
に
ふ
さ
わ
し
い
信
仰
の
証
し
の
場

を
設
け
た
こ
と
は
、そ
れ
だ
け
で
教

区
の
一
致
の
象
徴
と
し
て
意
義
深
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、こ
の
セ

ン
タ
ー
に
期
待
さ
れ
る
の
は
、神
と

社
会
へ
の
私
た
ち
の
奉
仕
の
場
と
し

て
生
か
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
意
味
で
、新
し
い
セ

ン
タ
ー
が
そ
の
機
能
を
十
分
に
発

揮
で
き
る
よ
う
、今
後
と
も
皆
様
の

ご
支
援
を
切
に
お
願
い
い
た
し
ま

す
」

　

現
在
カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
に
所
在
を
置
く
教
区
本
部
事
務
局
や
法

人
会
計
事
務
室
な
ど
は
２
０
２
５
年
１
月
、大
司
教
館
へ
移
転
す
る
予

定
と
な
っ
て
い
る
（
本
紙
24
年
２
月
号
掲
載
）。
こ
の
移
転
に
伴
い
、

教
区
で
は
よ
り
よ
い
現
場
環
境
と
な
る
よ
う
目
指
す
と
と
も
に
、セ
ン

タ
ー
土
地
建
物
の
今
後
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
こ
の

機
会
に
、
１
９
７
１
年
の
落
成
以
来
今
に
続
く
カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
、『
教
報
』の
過
去
の
記
事
か
ら
見
つ
め
て
い
く
。

カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

今
に
続
く

今
に
続
く

こ
れ
ま
で
の
歩
み
見
つ
め
て

こ
れ
ま
で
の
歩
み
見
つ
め
て
②②

1971

2024…
～

1970
1969

洗
者
ヨ
ハ
ネ

下
川 

英
利 

神
父 帰

天

　

４
月
26
日
午
後
３
時
14

分
、前
立
腺
が
ん
の
た
め
聖

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
病
院
で
逝

去
。
91
歳
。

　

１
９
３
３
年
４
月
10
日
南

松
浦
郡
生
ま
れ
。
桐
教
会
出

身
。
60
年
３
月
15
日
桐
教
会

で
司
祭
叙
階
。
同
年
４
月
か

ら
太
田
尾
教
会
助
任
。
62
年

大
曽
、71
年
俵
町
の
両
教
会

で
主
任
。
73
年
カ
ト
リ
ッ
ク

セ
ン
タ
ー
で
司
牧
企
画
室
長

を
、そ
の
後
、83
年
浦
上
、88

年
貝
津
、92
年
田
平
、98
年
中

町
、
２
０
０
５
年
諫
早
の
各

教
会
で
主
任
を
務
め
た
。
17

年
４
月
引
退
。

　

通
夜
は
４
月
28
日
浦
上
教

会
信
徒
会
館
、葬
儀
ミ
サ
・

告
別
式
は
29
日
同
聖
堂
で
中

村
倫
明
大
司
教
の
司
式
に
よ

り
行
わ
れ
た
。

　

通
夜
で
は
嘉
松
宏
樹
師
が

説
教
を
し
、多
く
の
思
い
出
の

中
か
ら
、下
川
師
は
電
話
を

か
け
て
く
る
時
い
き
な
り「
ど

げ
ん
し
と
っ
と
ね
」
と
名
前

を
名
乗
ら
な
い
の
が
特
徴
で
、

私
の
心
の
中
に
自
分
が
存
在

し
て
い
る
の
か
を
問
わ
れ
て

い
る
よ
う
だ
っ
た
こ
と
、そ
れ

は
、神
さ
ま
の
「
私
だ
」
と
い

う
声
に
通
じ
る
も
の
だ
っ
た

か
も
し
れ
な
い
と
回
想
し
た
。

田
平
教
会
で
は
長
椅
子
や
ス

テ
ン
ド
グ
ラ
ス
を
、中
町
教
会

で
は
「
ほ
ほ
え
み
の
十
字
架
」

を
設
置
し
、好
奇
心
い
っ
ぱ
い

の
方
だ
っ
た
と
振
り
返
り
、出

会
い
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た

神
に
感
謝
し
た
。

　

葬
儀
で
は
長
年
の
付
き
合

い
が
あ
っ
た
平
野 

勇
師
が
説

教
を
務
め
た
。
下
川
師
が
セ

ン
タ
ー
の
司
牧
企
画
室
長
と

し
て
教
区
の
要
理
教
育
の
刷

新
に
尽
力
し
、そ
の
後
も
要
理

教
育
の
歴
史
を
研
究
し
て
い

た
こ
と
な
ど
、そ
の
功
績
を
称

え
た
。
最
後
に
、参
列
者
に
呼

び
か
け
て
聖
歌
『
栄
光
か
ら

栄
光
へ
と
』
を
共
に
歌
い
、故

人
が
栄
光
の
姿
へ
と
変
え
ら

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
結
ん
だ
。

	

会 

葬 

御 

礼

　

カ
ト
リ
ッ
ク
長
崎
大
司
教
区
司
祭
洗
者
ヨ
ハ
ネ
下
川

英
利
神
父
の
逝
去
に
つ
き
ま
し
て
は
、早
速
ご
丁
重
な
る

弔
問
・
弔
電
な
ら
び
に
ご
香
典
を
賜
り
、葬
儀
の
際
に
は

ご
会
葬
・
献
花
の
弔
意
に
接
し
ま
し
た
う
え
、各
教
会
・

修
道
院
で
故
人
の
た
め
に
お
祈
り
い
た
だ
き
、誠
に
あ
り

が
た
く
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
々
拝
眉
の
う
え
御
礼
申
し
上
げ
る
べ
き
と
こ
ろ
、

紙
上
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　

二
〇
二
四
年
四
月カ

ト
リ
ッ
ク
長
崎
大
司
教
区

大
司
教　

中
村 

倫
明

　

同
じ
く
11
月
号
の
特
集
ペ
ー
ジ
に

は
、祝
別
・
落
成
式
当
日
の
様
子
も

含
め
、い
く
つ
か
の
写
真
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。

　

写
真
説
明
を
列
挙
す
る
と
、「
名

実
と
も
に
カ
ト
リ
ッ
ク
・
セ
ン
タ
ー
」

「
落
成
式
で
あ
い
さ
つ
な
さ
る
里
脇

大
司
教
」「
里
脇
大
司
教
の
手
で
祝

別
」（
左
の
写
真
３
枚
の
う
ち
㊤
）、

「
司
祭
、修
道
者
、信
徒
の
聖
歌
合
唱

は
す
ば
ら
し
か
っ
た
」「
落
成
記
念
に

カ
ト
リ
ッ
ク
要
理
が
全
信
徒
に
贈
ら

れ
た
」「
神
学
講
座
も
新
ホ
ー
ル
で
」

（
同
㊥
）、「
チ
ャ
ペ
ル
で
は
結
婚
式
も

（
10
月
24
日
写
す
）」「
宴
会
か
ら
一
品

料
理
ま
で
食
堂
は
利
用
者
も
多
い
」

「
運
営
委
員
会
ひ
ら
く
（
10
月
21
日
）」

（
同
㊦
）、「
神
と
人
へ
の
愛
の
奉
仕
セ

ン
タ
ー
の
落
成
を
祝
う
愛
の
祝
宴
」

「
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
コ
ー
ナ
ー
に
は
良
書

が
ず
ら
り
、シ
ス
タ
ー
が
本
の
選
び
方

の
相
談
に
も
」な
ど
、盛
り
だ
く
さ
ん
。

　

さ
ら
に
次
の
ペ
ー
ジ
に
は
、「
大

い
に
活
用
し
よ
う 

部
屋
割
り
は
こ

う
で
す
」
と
セ
ン
タ
ー
の
利
用
規
定

が
示
さ
れ
、セ
ン
タ
ー
附
属
の
修
道

院
が
完
成
し
修
道
院
付
と
し
て
お
告

げ
の
マ
リ
ア
修
道
会
会
員
が
奉
仕
活

動
を
、そ
し
て
教
区
カ
ト
リ
ッ
ク
セ

ン
タ
ー
運
営
委
員
会
の
発
足
を
伝
え

る
記
事
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
と
き
の
11
月
の
使
用
日
程
表

も
掲
載
。
信
徒
使
徒
職
、神
学
講
座
、

音
楽
発
表
会
、ク
ル
シ
リ
ヨ
全
国
研

究
会
、ピ
ア
ノ
発
表
会
、結
婚
ミ
サ
、

年
忌
ミ
サ
、県
立
盲
学
校
会
議
、教
職

員
協
議
会
な
ど
、多
方
面
か
ら
利
用

が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

＊
引
用
箇
所
は
一
部
編
集
済
み
。

▲この３枚は 1971年11月号『カトリッ
ク教報』の「祝別・落成式」特集ページ
の一部。人々から大きな期待と関心が
寄せられる中、ついに教区の活動拠点と
してスタートを切ったセンター。信者
の熱心な思いが目に見える形となった。

建築中のセンター。右手は信愛幼稚園。
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